
                

  

  

プレスリリース にぎわいとやすらぎの交流都市 立川 

平成 29 年 11 月 21 日 立川市広報課 

送付文書 計 2 枚 

報道機関 各位  

＝人権学習事業２０１７＝  

映画「くちづけ」・パネルディスカッション「ありのまま

生きられるまち・立川～自由な表現でつながろう」 

１２月に実施する人権週間・障害者週間にちなみ、知的障害のある方の自立支援の

ためのグループホームを舞台にした映画「くちづけ」の上映と、障害のある方々がア

ート作品つくりを通して社会とどうつながるかを考えるパネルディスカッションを

行います。立川市人権学習事業実行委員会・立川市障害者週間実行委員会と共催。 

 

日 時：12 月 10 日（日）午後 1 時～４時 45 分 

会 場：女性総合センター・アイム  

定 員：180 名［申込順］ 

その他：要約筆記、手話通訳、ヒアリングループ（磁気誘導ループ）あり 

申 込：電話・メール・ＦＡＸで、生涯学習推進センターへ 

申し込み方法は、添付のチラシをご覧ください。 

TEL：042-528-6872 FAX：042-528-6804 

E-mail：shougai-suishin@city.tachikawa.lg.jp 

問合せ：生涯学習推進センター生涯学習係℡（528）6872 へ 

 

【問い合わせ】  

立川市教育委員会教育部生涯学習推進センター 

     担当：五十嵐 ℡０４２―５２８―６８７２ 



2017.12.10(日)  13:00～16:45 
会         場：立川市女性総合センター・アイム 
           １階ホール(立川市曙町2-36-2） 

定         員：180名（申込順） 
時         間：午後1時～4時45分終了予定 
          （受付・開場／午後0時30分より） 
申 し 込 み：裏面参照 
問い合わせ：立川市生涯学習推進センター 
      ☎042-528-6872 
メールアドレス： 
shougai-suishin@city.tachikawa.lg.jp 

●13：00～ 
 映画会「くちづけ」  
弁士による音声ガイドあり・字幕付123
分・2013年制作。 

●15：30～ 
 パネルディスカッション 
アート作品を作る障害のある方々にパネラーと
して登場してもらい、作品つくりを通して社会とど
のようにつながりを感じているのか、お話をしてい
ただく。展示会で行われた作品作りの様子など。 

主催：立川市人権学習事業実行委員会・立川市障害者週間実行委員会・立川市・立川市教育委員会 

父・愛情いっぽん 

  (漫画家） 

男手ひとつで育てた 

  娘・マコ 

©2013「くちづけ」製作委員会 
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活弁士・檀 鼓太郎（だん こたろう） 

氏 による音声ガイド 
「目が見えなくても映画が観たい！」目の不自由な人
たちにとって、映像が見えない、字幕が読めないとい
う事実は、映画鑑賞をする上でとても大きなバリアと
なります。しかし、目が見えていた頃に映画を楽しん
でいた人たちは失明後も、何とかして映画を楽しみた
いと思っています。立川市人権学習事業実行委員会で
は、音声ガイドをサポートするボランティア団体「シ
ティライツ」にお願いして、活弁士による音声ガイド
付きで上映します。 

立川市障害者週間実行委員会 
 市内の障害者団体等で構成。障害につ
いての理解を促進し、障害のある人もない
人も一緒に暮らせる社会及び地域にするこ
とを目的としています。 
 障害者週間の実施は障害者基本法第9条
の規定により、障害者の支援等に関する活
動を行う民間の団体等と相互に緊密な連携
協力を図る方法で実施するように努めると
あることから、立川市では障害者週間実行
委員会に実施を委託しています。 

立川市人権学習事業実行委員会 
 市民主導による人権学習事業を実施する
ことにより、人権意識の啓発を図ろうと、
平成21年6月に設置されました。 
 委員会は、人権意識の啓発に関する映画
会や講座、講演会等を実施します。 
 委員は人権擁護委員、関係団体が推奨す
る者、関係機関の職員で構成されています。 

 
   11月24日（金）～12月1日（金）立川市役所1F 多目的プラザ 
  午前９時～午後５時（初日は午後２時から、最終日は正午まで） 

 

  

✿申込み方法✿ 
11月10日（金）から先着順。 
メール、FAXまたはお電話で生涯
学習推進センターへ。 
《メール・FAXの場合の記載事項》 
①「人権事業参加希望」と明記。 
②氏名・よみがな ③年代 
④お住まいの町（市外の方は市区町村名） 
⑤あればFAX番号 
⑥車椅子で参加の場合は「電動」「手動」のい
ずれかと、介助者をお連れの方は「介助」と記
載をお願いします。 
＊要約筆記・手話通訳・車いす席・磁気ループ
席あり（予定） 

✿生涯学習推進センター✿ 

 TEL 528-6872／FAX  528-6804 
 メールアドレス 

shougai-suishin@city.tachikawa.lg.jp 
 

東京都人権啓発センター企画展示 
みんなのスポーツ“ボッチャ” 

  

会場案内図 

映画「くちづけ」とは 
漫画家の「愛情いっぽん」(竹中直人）は出産してす
ぐに亡くなった妻に代わり、漫画家を休業して娘の
マコを男手ひとつで育てて30年が経った。 
マコの心は7歳の子どものまま止まってしまっている。 
その後、いっぽんが住み込みで働くことになった｢ひ
まわり荘」という自立支援を目的とした知的障害者
が集団で生活をするグループホームでのお話です。 

 

パラリンピックの種目の1つで、重度の障がいのある人でもできるように考案された球技
「ボッチャ」のパネル展示・プレーできる体験コーナーのほか、障害者スポーツに関する解
説パネル・関連書籍（絵本・マンガなど）等を展示✽直接会場へ。 
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